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いきいきレポート2023

食を通じて豊かな心を育む取組

家族や友人と楽しみながら食事をとることなど「食を楽しむゆとりの積極的
な確保」、家庭での料理や作物栽培体験、都市と農村との交流など「体験や交
流を通じた豊かな人間性の育成と食の理解促進」、郷土料理や伝統料理などの
食文化の継承や食事作法の習得など「日本の食文化や郷土料理等の理解と継
承」について取組を行いました。

1 食を楽しむゆとりの積極的な確保

和食の日の献立を通して和食に関心・興味をもつ

春日井市青少年子ども部保育課 玉川保育園

●実施時期：11月25日
●対 象 者 ：園児
●内 容

和食に馴染みのない子どもたちのために、和食の日にちなんで、だし汁が
おやつに提供されることから、だしはどんなものからできているか、何から
味が生まれてくるのか等の興味・関心につながるよう、だしに使用した昆布
や鰹節を調理室から出してもらい、子どもたちに匂い、見た目、触感などを
体験できるようにしました。

●活動の成果、今後の課題
だしをおやつでいただくだけでなく、昆布や鰹節を実際に見て、嗅いで、

触ってみることで、これからこんな味が出てくるんだ、このだしが味噌汁を
美味しくするんだなど、子どもたちは興味をもって味わうことができました。
その姿や取り組みを保護者に伝えることで、家庭との連携や親子の会話も生
まれ、食に対する関心も高まっています。今後も引き続き栄養士や調理士の
思い、大事にしていきたい食への思いを子どもと保護者に伝えていきたいで
す。

●継続した取組の変遷について
和食の日にちなんだメニューが毎年工夫されているため、大事に子どもた

ちに伝えていきたいと考え、内容に合わせて伝えるようにしています。

取組項目：給食や弁当を活用した食への関心の向上 (取組場面：保幼)
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日進市

●実施時期：通年
●対 象 者 ：公立保育園 園児
●内 容

毎日の保育のなかで、実際に給食に使用する食材に触れて親しむ機会を設けています。毎年園庭で野菜
栽培をしていますが、今年度はトマト、さつまいも、米などを育てました。またクッキング保育として、
子ども自らがおにぎりづくりやおはぎづくりをしたり、たけのこやとうもろこしの皮むきなどの素材と親
しみながらの給食準備のお手伝いをしたりなどの体験を実施しました。毎日の保育のなかで、食材の実際
に給食に使用する食材に触れて親しむ機会を設けています。

●活動の成果、今後の課題
栽培した作物を給食に用いたり、給食で使用する食材を活用した活動のため、無理なく無駄なく食育活

動を進めることができています。今後も日常の保育のなかで食育体験を実施していきたいと思います。

●継続した取組の変遷について
食材に触れる、自ら調理に携わる体験は保育の一環として長年行ってきたものです。コロナ禍で接触が

制限される部分も多く、おにぎりづくりなどの作業がひとりで完結する形式のクッキング保育の比率が増
大しています。

取組項目：給食や弁当を活用した食への関心の向上 (取組場面：保幼)

献立ボードをつくろう！

愛西市立佐屋中央保育園

●実施時期：2022年12月～2023年3月
●対 象 者 ：年長児
●内 容

園では、その日の給食メニューを献立ボードにて紹介しています。メニューを書いたり、使われている
食材を赤・緑・黄色の３色の栄養素分けをしてボードに貼ったりして、保護者や園児にわかりやすく、メ
ニューと食材、その栄養を掲示しています。年長児が栄養士から３色の栄養素について学んだことを生か
し、食材を３つのカテゴリーに分けながら栄養について考える機会を作り、使われている食材にも興味・
関心をもてるようにしています。

●活動の成果、今後の課題
年長児は、使われている食材、その栄養素に改めて関心をもち、知識を深めたり、給食が栄養バランス

よく提供されていることを実感できます。また、他の園児も、通園時に保護者と「今日は何かな～」と会
話が弾んだり、楽しみにしたりする様子があります。

取組項目：給食や弁当を活用した食への関心の向上 (取組場面：保幼)

食材に親しむ体験の実施
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へきなんこども園

●実施時期：年間通して
●対 象 者 ： 園児
●内 容
・献立を立てる際、彩りにも気を付けるようにしています。
・三温糖にしたり、旬なもの、地産地消を心掛けて献立をたてています。
・一週間に70品目を目指して献立メニューを考えています。
・調理師が毎月食育をテーマに新聞を作っています。子ども達に人気の食事やお

やつのレシピを載せ、欲しい人には持ち帰れるようになっています。
・支援センターでも毎月「ぱくぱく」という食育だよりを発行。食育や子育ての

アドバイスなども掲載し、地域の公民館や図書館にも置かれています。
・異文化…年に１回「リトルワールド」という行事を行っています。テーマの国

を決め、その国の食事やおやつを食べます。今年度は日本の面積に近
い国、日本の人口に近い国、水道水が飲める国などを調べて展示をし
ました。

・園児の体重・身長の推移を見守っています。
●活動の成果、今後の課題
・園での食事の様子を伝えると保護者が驚く程食べているそうです。今後も子ど

もの食べる意欲のわく食事を心掛けていきたいです。
・持ち帰り用レシピは毎回なくなる程好評です。
・子ども達自ら日本以外の事に興味を持ち学びます。
・普段食べているものでも、外国のものがあると知ることができます。

取組項目：給食や弁当を活用した食への関心の向上 (取組場面：保幼)

「いわくらをたっぷり味わおう週間」

岩倉市

●実施時期：１月24日から31日まで
●対 象 者 ：全小中学校児童生徒
●内 容

新しい給食メニューを実施するため、小中学生の自由なアイデアで、「岩倉
の給食といえばこれ！」と言える岩倉市の定番メニューを募集しました。岩倉
市の特産物を含む使用食材や料理方法、味付け、味付けのりのパッケージイラ
ストを使用した「ゆめミールの特別メニュー」を、全国学校給食週間に合わせ
て実施しました。
●活動の成果、今後の課題

アイデアは全部で200名以上の小中学生から応募があり、選ばれた８品のメ
ニューと８作品のパッケージイラストが献立として提供されました。
食材に岩倉産の地元食材を多く使用することにより、地元の農産物に対し関心
を深めることができました。

１月27日に実施した「ふれあい給食会」では、南部中学校に市長や地元生産
者を招いて試食をし、給食時間に生徒の様子を見て回りました。

アイデア献立名：いわくら市チュー、いわコロ、い～わくんの健康みそ汁、
岩倉自慢のさくらうどん、みんな大すきい～わくんのみどりがおい
しい～わ、岩倉いっぱいポカポカ鍋、いわくらーメン、い～わくん
のスペシャルカレー

取組項目：学校給食による感謝の心や美味しいと感じる味覚の育成、会食の楽しさ等の
実感 (取組場面：学校)

献立について
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豊橋市

●実施時期：2023年3月12日
●対 象 者 ：市内在住3～5歳の子どもとその保護者15組
●内 容

子どもが野菜に興味を持ち、好きになってもらうことを目的に、野菜をよく見て、しっかりさわり、におい
をかいで、音を聞き、味わう「サペレメソッド」の教室を開催。このサペレメソッドは、フィンランドで実施
されている食育プログラムです。

●活動の成果、今後の課題
今回のように、地元食材が集まる道の駅にて食育イベントを実施することで、参加した市民が食材を購入し

たり、再来場したりするなど、その後の行動につながるものと期待できるため、今後も道の駅を会場とした食
育イベントを開催していきます。

●連携について(連携先：一般社団法人味の教室)
日本栄養士会の会員向け冊子に、フィンランド式の食育を展開する一般社団法人味の教室の代表である染井

氏の記事が掲載されていました。
食育が進んでいるとされるフィンランド式の食育を本市としても学びたく、今回の講師を染井氏に
お願いすることとしました。

取組項目：家庭での食とふれあう機会の大切さの啓発 (取組場面：地域)

野菜の栽培

尾張旭市立本地ヶ原保育園

●実施時期：5～2月
●対 象 者 ：5歳児
●内 容
【目的】夏・冬野菜の栽培を通して、野菜を育てることへの関心を高め、収
収穫の喜びを感じ、さらに食べる意欲へ繋げていきます。また、栽培する中で
地域ボランティアの方と関わり、交流を深めていきます。
【内容】
・グループごとに栽培する夏野菜・冬野菜を決め、苗植えをし、世話をします。
・収穫した野菜を調理してもらったり、給食の食材と一緒に調理してもらっ

たりして食べます。また、他クラスの友だちにも食べてもらいます。
・栽培する中での疑問点を地域ボランティアの方に聞いて解決し、世話する

ことを楽しみます。
●活動の成果、今後の課題

苗が少しずつ実となり、大きく生長する様を間近で見ていくうちに愛着が生
まれ、食することへの意欲が高まっていきました。また、苦手な野菜もクラス
で育て収穫した喜びから食べる意欲へとつながっていきました。地域ボラン
ティアの方との交流も回数を重ねることで親しみを持ち、接する姿が見られま
した。今後の課題として、コロナ禍であったため、子ども達自身が調理する機

会を持てなかったため、今後どのように取り入れていけれるか考え
ていきたいです。

取組項目：保育所等での栽培・調理体験等の拡充や地域人材の活用 (取組場面：保幼)

フィンランド式食育体験
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豊山町立冨士保育園

●実施時期：お米の栽培 2022年5月～10月
小豆の栽培 2022年6月～10月
赤飯の調理と提供2023年３月

●対 象 者 ：園児 ３歳児～５歳児（幼児組）
●内 容

家庭で赤飯を作る事や食卓に並ぶことが減っている中で、自ら育てたお米や
小豆を使用して赤飯を調理し食べることで、赤飯の伝統や由来など様々な経験
から学びに繋がると考えました。また、収穫までの過程を経験することで、
色々な食材や調理に対する感謝の気持ちや食に対する興味や関心が深まると考
え、取り組みました。

発砲スチロールに土や水を入れて、苗を植えたり、毎日水を足したりしなが
ら生長を観察しました。稲刈り後は、牛乳パックで一本一本脱穀を行い、２月
末頃に玄米を持って精米所に行き、精米しました。

３月15日のおやつの時間に、ラップの上に赤飯をのせて各自でおにぎりを
作って食べました。
●活動の成果、今後の課題

稲の生長を園全体で観察しながら、各年齢に合った声かけをすることで、発
達段階に合わせた学びに繋がりました。園庭の観察しやすい場所に稲を設置し
た事で、登降園時に保護者と園児が一緒に観察する姿もあり、とても良い経験
となりました。

今後も継続して様々な食材を育てることで、食に対する良い学び
に繋げていこうと思います。

取組項目：保育所等での栽培・調理体験等の拡充や地域人材の活用 (取組場面：保幼)

ブロッコリーの栽培

碧南市立天道保育園

●実施時期： １０月～２月
●対 象 者 ：年長児(２６人)
●内 容

表示を付けずに植えたブロッコリーの苗を見て「これ、何？」「野菜？」と興
味をもって見ていた年長児。だんだん生長する様子を見て「ブロッコリーだ」と
気づき始めました。大きく生長すると「給食で食べたい」という声が出たので、
みんなで収穫をしました。ブロッコリーを持ってみると「重い！」「大きいね」
と驚いている子もいました。みんなで給食室へ持って行き、塩ゆでにしてもらい
ました。野菜が苦手で普段はあまり食べない子も「これは食べる！」と進んで食
べていました。
●活動の成果、今後の課題

表示を付けなかったことで「何になるんだろう」と興味をもちながら生長の様
子を見ることができました。自分たちで育てたり収穫したりした野菜は特別おい
しく感じることができました。夏野菜だけでなく、他の季節の野菜にももっと関
心を持たせていきたいと思います。

取組項目：保育所等での栽培・調理体験等の拡充や地域人材の活用 (取組場面：保幼)

園としての食育計画 ～お祝いの赤飯を作ろう～
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吉浜さんさん保育園（高浜市）

●実施時期：2022年5月～12月
●対 象 者 ：5歳児（24名）、4歳児（23名）
●内 容

野菜の栽培・収穫から調理をして食べる経験を通し、食べ物や食に関わる
人への感謝の気持ちを持ってほしいという思いからさつまいもの栽培をしま
した。5月に畑を世話している方と一緒に苗植えをしました。収穫までの
間、園児も水やりを何度か行い、11月に子どもたちで芋掘りをしました。
2週間ほど熟成させ、さつまいも餃子作りをして食べました。普段食べてい
る物ができるまでに関わっている人を知ることや、自分の育てた野菜を皆で
食べることのおいしさを感じることができました。
●活動の成果、今後の課題

さつまいもという身近な野菜を通して、食べ物への感謝の気持ちや、野菜
に興味・関心を持つことができました。芋の種類の違いを学んだり、自分た
ちで皮むきをやったりしたことで、よりクッキングを楽しむことができまし

た。今後も様々な野菜に触れていくことで、作物の成長や収穫の喜び
が体験できるようにしていきたいと思います。

取組項目：保育所等での栽培・調理体験等の拡充や地域人材の活用 (取組場面：保幼)

さつまいもの栽培・収穫をして調理しよう
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一宮市保健所 健康支援課

●実施時期：2022年7月29日、8月30日
●対 象 者 ：一宮市内の小学生とその保護者
●内 容

第２次健康日本２１いちのみや計画における「食育の推進」を目的とした事業と
して実施しました。コロナ禍において参加者が安心し安全に参加できるよう定員を
縮小、感染対策をとり、調理実習試食を実施しました。健康支援課は「食」を通じ
て、市民、企業、ボランティア団体が繋がり、事業が円滑に実施できるよう企画、
調整、準備等の後方支援を担当しました。農業協同組合へ地産の食材「あいちのか
おり米（愛知県産）」と「なす（一宮市萩原町産）」を協賛、修文学院高等学校食
物調理科の生徒に調理実習講師と保護者への健康教育を依頼しました。また一宮市
健康づくり食生活改善ボランティア協議会へ調理補助の協力を依頼しました。
●活動の成果、今後の課題

小学生と、修文学院高等学校生、調理補助協力をされたボランティアの皆さんの
マスク越しではあるが調理中の和やかな雰囲気が印象的でした。この事業を通じて
食の大切さを伝え、人々をつなぐことができたと思います。市民の野菜摂取や地産
地消への意識向上につながるこのような事業をこれからも企画、実施していきたい
と思います。
●連携について(連携先：修文学院高等学校、愛知西農業協同組合、一宮市健康づ

くり食生活改善ボランティア協議会)
修文学院高等学校食物調理科の高校生へどのような事業なら参加してみたいかと

のアンケート調査を実施しました。結果「講師をしてみたい」という意見が複数あ
り、事業企画の際にこの意見を取り入れ、高校生と意見交換を行い、事業を実現し
ました。また、地元の企業との連携として愛知西農業協同組合より、あいちのかお

り米（愛知県産）なす（一宮市萩原町産）提供を受け、市民との協同事
業となるよう一宮市健康づくり食生活改善ボランティア協議会には調理
補助を依頼し、産・学・官の連携を意識し事業企画を行いました。

取組項目：親子や高校生を対象とした料理教室等による健康管理の実践促進(取組場面：地域)

こどもクッキングいちのみや
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親子魚料理教室

蒲郡市農林水産課

●実施時期： 2022年11月
●対 象 者 ：市内小学4～6年生とその保護者
●内 容

魚の知識の取得及び水産物の消費拡大を目的に地元で水揚げされる水産物を使
用して魚料理教室を開催しました。

今回は、地元で水揚げされたキンメダイとスルメイカを使用し、キンメダイの
炊き込みごはんとイカリングサラダを作りました。参加者からは、「簡単で家で
も出来る、もっと魚を食べたくなった」といった感想がありました。

●活動の成果、今後の課題
本教室が魚や魚料理に関心を持つ機会にはなっていますが、一過性のものとす

るのではなく、継続的に水産物の地産地消につなげる必要があります。

●連携について(連携先：愛知学泉大学 石川講師）
2004年4月に蒲郡市漁協女性部連絡協議会との意見交換の中で、水産物の消費

について、「魚の食べ方を教えなければ食べない」、「学校給食では地元の魚が
あまり使われていない」などの意見があり、地元で水揚げされる魚を使用した料
理教室を開催しようという動きになりました。

取組項目：親子や高校生を対象とした料理教室等による健康管理の実践促進
(取組場面：地域)
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親と子の栄養教室

江南市

●実施時期：2022年７月26日・８月４日・８月23日
●対 象 者 ：市内在住の小学生とその保護者
●内 容

江南市では、夏休みに小学生を対象とした「親と子の栄養教室」を保健センターで開催しています。この教
室では、親子でコミュニケーションをとりながら、「食べる」ことへの興味・関心を引き出すことを目的とし
ています。

今年度は「すがたを変える米」をテーマに講義・調理実習を通して理解を深めました。講義では、米からせ
んべいや五平餅などの食品や調味料など、どのようにすがたを変えていくかを写真やイラストをもとに学びま
した。また様々な種類の米を実際に触り見比べることで違いを学びました。調理実習では、五平餅と夏野菜の
のっぺい汁を作りました。

●活動の成果、今後の課題
計13組31名の方が参加しました。米に関するクイズでは親からも驚きの声があがりました。またアンケー

トでは「包丁や火が使えてよい経験になった」「子どもと一緒に作れるメニューだったので作ってみたい」と
いう意見がありました。

１人当たりの年間消費量が減少している米について、親子で考え見直すいい機会になったと思います。

取組項目：親子や高校生を対象とした料理教室等による健康管理の実践促進
(取組場面：地域)
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幸田町

●実施時期：2022年8月23日
●対 象 者 ：小学４～６年生20名
●内 容

今年度は子ども達にとって給食等で身近な食材である牛乳に注目しました。
都市近郊の資源循環型牧場で酪農の知識を学ぶことで、食の在り方について
考える機会とすることが目的です。

西尾市の小笠原牧場を訪問。牧場主の方から詳しい説明を受けながら、牧場
を見学し、実際に餌やりや乳しぼり、チーズ作りを体験しました。牧場の牛
の排泄物で作ったたい肥を使って、牧場周辺で牧草を育てて牛の餌とする様
子も実際に見学でき、これからの酪農の様子を感じ取ることができました。

●活動の成果、今後の課題
開催後アンケートを実施したところ、酪農への理解が深まった喜びの声が多

く寄せられました。今回のテーマは参加希望者が多く、募集の倍以上の人数
が応募してきたため、落選した子供たちも多かったことは今後の課題といえ
ます。より大人数で参加できるイベントにできるといいですが、受け入れ先
の負担も考えて調整していきたいです。

●連携について(連携先：愛知県酪農農業協同組合）
愛知県酪農農業協同組合のホームページで、見学等の受け入れをしている牧

場を探して依頼したところ、愛知県酪農農業協同組合の職員に当日教室の手伝
いとして参加を申し出ていただきました。

取組項目：生産者等と学校の連携による計画的な体験学習の環境づくり(取組場面：学校)

「家族でほっこり さといもさん家の絶品レシピ
～しょくまる５人をそろえよう～」コンテスト 刈谷市

●実施時期： 2022年７月～１２月
●対 象 者 ：市内小学校５・６年生とその保護者
●内 容

食育への意識向上を目的に、夏休みの期間を活用して親子で話し合い、し
ょくまるファイブ５色すべてが含まれ、かつ刈谷市特産品であるさといもを
使用したレシピを小学校５・６年生から募集しました。

コンテスト本選では、８２２件の応募の中から書類審査を経て選出された
５つのレシピの考案者５組に参加していただき、親子での調理や、審査員に
よる食味審査を行いました。

●活動の成果、今後の課題
子どもたちが家族と一緒に、しょくまるファイブの５色（主食、副菜、主

菜、果物、牛乳・乳製品）がそろった料理を作って、食べることの大切さや
地元の農産物の美味しさを知り、食への感謝の心を育てるきっかけになりま
した。

取組項目：調理実習や料理コンテスト等を通じた食の知識や調理技術の習得、食事を作る
人への感謝の気持ちの育成 (取組場面：学校)

幸田町子ども食育体験教室
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春日井市、T・I・Tふれあい農園共同体（ふれあい農業公園指定管理者）

●実施時期：2022年５月28日、６月11日、10月22日、11月12日
●対 象 者 ：小学生とその保護者
●内 容

地域農業への理解を深めるとともに、自然の恵みや豊かさを実感し、食に関わる
人に感謝する心を育むため、ふれあい農業公園に隣接する水田において、市内生産
者の協力のもとで田植えや稲刈りなどの稲作体験を実施しました。

●活動の成果、今後の課題
16組の親子（子どもは18名）が参加し、参加者からは普段できない体験ができ

てよかったとの声を多数いただきました。

●新規取組について
ふれあい農業公園の近隣の水田において新たな事業を展開することで、市内の主

要な地域農業への理解を深めるとともに、農業公園の更なる魅力向上に資すること
を目的として開始しました。

取組項目：教育ファーム、酪農教育ファーム、食農教育、市民農園、農業体験農園などの
取組推進 (取組場面：地域)

食育イベント（ラムネ作り体験・おやつに関する紙芝居など）

長久手市

●実施時期：2022年６月２６日
●対 象 者 ：市民
●内 容
（目的）
幅広い世代への食育の推進・第３次長久手食育推進計画のPR
（内容）
食育に関心がある、市内の幅広い年代の方々に対して、民間企業の協力を
得てラムネ作り体験やおやつに関しての紙芝居、市内産の野菜を販売した
り健康飲料の試飲を行うマルシェ、食育推進支援会議委員作成のレシピの
配布などを行いました。

●活動の成果、今後の課題
100人を超える参加者がいましたが、イベントの参加者を対象にすると、

人数が限られてしまいます。不特定多数の方への食育の推進や、食育を自分
事として認識してもらうことが難しいので、今後の課題としたいです。

●新規取組について
食育推進支援会議があるものの、イベント開催など食育について委員が直

接関わる事業がなかったことから。

取組項目：教育ファーム、酪農教育ファーム、食農教育、市民農園、農業体験農園などの
取組推進 (取組場面：地域)

稲作体験
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豊川市産業環境部農務課

●実施時期：2022年12月1日～2023年1月13日
●対 象 者 ：市内在住・在勤者
●内 容

第３次豊川市食育推進計画における「地産地消の推進」として、豊川市産
の農産物の認知・消費の啓発を図ることを目的に「とよかわおもてなしレシ
ピグランプリ！」を開催しています。

１０回目となる今回は、ハーブにスポットを当て、「豊川産ハーブを使用
したやみつきレシピ」のテーマで募集を行いました。

一次審査を通過した作品について、２月１８日（金）に試食審査を実施し、
最優秀賞・優秀賞等を決定しました。
https://www.city.toyokawa.lg.jp/shisei/sangyo/nogyo/nogyoshinko/6
omotenasi-recipe-gp.html 
●活動の成果、今後の課題

全１４件の応募がありました。食育関係各課でレシピによる一次審査を行
い、通過した作品について審査員による二次審査を行いました。

受賞したレシピを実際に市民に味わっていただける場を設け、PR
していくことが課題として挙げられます。

取組項目：教育ファーム、酪農教育ファーム、食農教育、市民農園、農業体験農園などの
取組推進 (取組場面：地域)

地元の旬を味わう和食給食の日

弥富市小中学校

●実施時期：１１月
●対 象 者 ：市内小中学生
●内 容

学校給食において、愛知県産の食材を使用した「地元の旬を味わう和食給食の
日」を市内全小中学校で実施しました。11月24日の「いい日本食の日」に合わせ、
当日の献立は「ご飯、牛乳、めひかりフライ、里芋と大根のそぼろ煮、小松菜のご
ま酢和え」としました。里芋や大根、小松菜などの旬の野菜を使用し、地元の食材
である愛知県産めひかりを使用しました。だしを使って素材の味を引き立たせたり、
魚を主菜に使用したりするなど、和食の特徴を感じられる献立となるよう工夫しま
した。また、給食に使われる食材の紹介資料を作成し、児童生徒に啓発を行いまし
た。
●活動の成果、今後の課題

地元でとれる食材を給食に積極的に使用することで、児童生徒に自分たちの住む
地域の自然、文化、産業に目を向けさせるとともに、農家の方の苦労や願い、作り
手や自然への感謝の心を育むよい機会になっています。

今年度より地域の青果組合と連携し、愛知県産の食材を月に１回２品目までに限
り、使用可能となり「愛・地産給食」と称して提供しています。しかし児童生徒へ
の啓発が不十分であったため、行事食としてあまり浸透しませんでした。その反省

を踏まえ、来年度は農家さんとも連携し、インタビューを行ったり、
育成・収穫の過程を写真等で共有したりして啓発を行っていきます。

取組項目：学校給食への導入促進や体験との関連づけ、「愛知を食べる学校給食の日」の
年３回実施 (取組場面：学校)

第１０回とよかわおもてなしレシピグランプリ！

3 日本の食文化や郷土料理等の理解と継承
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最優秀賞
「青じそとえごま入りピカタ2
種＆とろ〜りサクサク油揚げ」

https://www.city.toyokawa.lg.jp/shisei/sangyo/nogyo/nogyoshinko/6
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西尾市産業部農水振興課

●実施時期：通年
●対 象 者 ：道の駅にしお岡ノ山訪問者 他
●内 容

先人の知恵が詰まった地域の文化でもある、郷土料理を次世代に継承して
いくことを目的として、西尾市食育推進会議監修のもと、道の駅にしお岡ノ
山にて「驛弁 西尾の郷土料理詰め込みました」の販売を開始しました。現
在、核家族化等を理由に郷土料理の継承が希薄していることから、長年伝え
られてきた郷土料理の美味しさを多くの方に知ってもらいたい、という思い
を込めて、西尾市の魅力が詰まった驛弁を作成しました。

●活動の成果、今後の課題
11月に販売を開始してから、とても好評をいただいています。西尾市で

作成した郷土料理レシピ集を付けて販売しており、購入いただいた方に地域
の郷土料理について知ってもらえる良い機会になっていると感じています。
内容を見直しながら、今後も続けていきたいと考えています。

●新規取組について
道の駅にしお岡ノ山より、西尾市の魅力ある農産物や郷土料理を使った弁

当を作りたい、という依頼があり、西尾市食育推進会議監修のもと、郷土料
理を詰め込んだ驛弁を作成しました。

取組項目：日本型食生活の良さの啓発 (取組場面：地域)

守口大根収穫体験及び粕漬け体験学習

扶桑町、扶桑町守口大根漬物組合、(株)扶桑守口食品

●実施時期：１０月～２月
●対 象 者 ：小学校（４校）３年生～５年生
●内 容

扶桑町に対する愛着や誇りを育むことを目的とし、地産地消や食育を含め、扶桑町
の特産品である守口大根について、扶桑町守口大根漬物組合（生産者）と(株)扶桑守
口食品（加工業者）の協力を得て、３年生は種まき・収穫、４年生は漬け込み、５年
生は仕上漬けを経て守口漬になるまでを、３年かけて体験しながら学びます。

●活動の成果、今後の課題
実際に土や大根を触って体験することで、興味を持ち理解を深めながら学べていま

す。本事業を通じ、家庭でも守口大根のことが話題になっているという声を聞き、町
の特産品としてより身近なものになっています。

●連携について(連携先：扶桑町守口大根漬物組合、(株)扶桑守口食品)
守口大根の種まき、収穫を行うには生産者団体である扶桑町守口大根漬物組合の協

力が必要であり、粕漬け体験を行うには加工業者である(株)扶桑守口食品の協力が必
要であるため、連携して取り組んでいます。

取組項目：地域の食文化や伝統的な作物の紹介、高齢者の持っている食に関する知識の
継承(取組場面：地域)

道の駅にしお岡ノ山における「驛弁 西尾の郷土料理詰め込みました」
の販売
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みよし市

●実施時期：2023年２月２５日
●対 象 者 ：市民
●内 容

料理体験を通じ、市民に食への関心を持ってもらうとともに、季節行事のひ
なまつりに、地域で伝わるおこしもんを親子・親族等の親しい人とで作ること
により、「食育」の認知度を広めることを目的として開催しました。

●活動の成果、今後の課題
４組８名の親子が参加しました。

●連携について(連携先：農村生活アドバイザー)
農村生活アドバイザーは、農業経営や農村生活の向上を図るだけではなく、

農業の発展や地域の活性化に寄与することや、農産物の地産地消や食育の推進
をしているため。

取組項目：地域の食文化や伝統的な作物の紹介、高齢者の持っている食に関する知識の
継承 (取組場面：地域)

食育推進事業～手作りおこしもんでひなまつり～
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